平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）①
	通 告
月 日
	１１･２０
	通  告  者  名
	野　中　泰　志

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　言　の　要　旨
	１　市民病院における救急外来の現状と対策について
（１）　救急外来の現状について
　　　　
（２）　増え続ける救急外来におけるコンビニ受診の現状と、そのことによる現場への影響について
（３）　今後の具体的対策について



平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）②
	通 告
月 日
	１１･２０
	通  告  者  名
	鈴　川　智　彦

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　　言　　　　　の　　　　　要　　　　　旨
	１　新市民病院建設事業の進捗状況と医師確保の状況について
市民病院建設研究会の勉強会において、副院長、看護部長の話を聞き、老朽化した、手狭な現市民病院で医師、看護師をはじめとする医療スタッフが、いかに頑張っているか、いかに新市民病院の建設を待ち望んでいるか、改めて認識を新たにしました。市民はもとより、これら医療スタッフの期待にこたえるためにも、「八幡地区」で、一日でも早い開院を目指していかなければなりません。
しかしながら、「八幡地区」で事業を推進するためには解決しなければならない大きな課題があります。このことは、先の市議会で一般質問をさせていただいておりますが、その後、その解決に向けた検討がどこまで進んでいるのか、伺います。
また、新市民病院が建設されても、医師が引き続き確保されていなければなりません。現在、医師不足が全国的な問題となっており、妊婦さんに関する悲しい出来事が発生しています。
豊川市民病院では、これまでの説明において医師不足は生じていないとの認識でいますが、最近、お産ができなくなってしまうのではないか、産婦人科がなくなってしまうのではないか、という声を耳にします。
そこで、医師確保の状況、特に産婦人科の現況について、伺います。

（１）　スズキの売却条件の検討状況について

（２）　要望のあった「八幡地区」周辺の交通安全対策の検討状況について

（３）　医師確保の状況について



平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）③
	通 告
月 日
	１１･２０
	通  告  者  名
	中　村　直　巳

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　平成２１年度予算編成につき、その考え方について
小坂井町との合併がいよいよ事務調整段階となり、豊川市も１８万人余の人口を有する東三河の中核を担う都市となる。
地方分権の進展や少子高齢化の到来といった時代の流れに適応し、自立した自治体となることを目指し、市民の未来に何が最も重要なのかをはっきり見据えた施策が求められる。
そこで、次のことを伺う。

①　次年度の予算編成にあたり、特に力をそそぐ施策について伺う。
②　経常収支比率が９０％を超えている中で、いかに特色ある予算編成をされるか。特に特徴的なものを伺う。
われわれ「とよかわ未来」は、去る１０月２０日、市長に対し「平成２１年度予算編成に対する要望書」を提示した。７項目に大別されているが、その中の、
要望事項の１　豊川市民病院の開院に向けて、
要望事項の４　新豊川市の道路網・交通アクセスの構築、
要望事項の７　スポーツと文化の薫る、新豊川市、

について、その考え方を伺う。




平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）④
	通 告
月 日
	１１･２０
	通  告  者  名
	米　谷　俊　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　豊川市の水道施設更新計画について

　　水道は、ライフラインの筆頭で、水道の断水は家庭生活をはじめとして、産業活動、経済活動に甚大な影響を及ぼすことになり、水道事業には、水を断水することなく、供給し続けるという重大な責任があると思います。

本市の水道事業は旧海軍工廠の水道施設を引き継いだということもあり、海軍工廠が敷設した管も現存しているとともに、それ以外にも災害に弱いと言われる古い管も数多く残っているとのことです。
また、施設以外にも水源の確保という点からは、近年、近隣市において井戸水の塩水化が始まっているとお聞きしています。特に、御津地区は、海に近いため地下水の塩水化が懸念されるところであります。

水道水は、市民の皆様の健康にかかわることであり、皆様が安心して、安定的な水を供給してもらうためには、しっかりとしたビジョンを持って、事業の運営を進めていただきたいと思います。
そこで、次の点についてお伺いします。

（１）　本市の水道事業の施設更新を推進する上での課題と更新計画について

（２）　自己水源の現状と今後の地下水利用について

２　豊川市の下水道整備の進捗状況と今後の予定について

　　下水道は、生活環境を向上させ、健康で快適な生活を営むため、非常に大きな役割を果たす施設であり、整備が始まって以来３６年の年月を経過した本市は、これまでにも積極的に、その整備を推進してきたと認識しています。

そして、現在実施中の第８次拡張計画の整備も順調に進捗しており、今年３月、
新しい拡張計画である第９次拡張計画にかかわる事業認可を取得したということであ
ります。
また、今年１月には、旧音羽町・旧御津町と合併したこともあり、今後の豊
川市の下水道事業は、さらに次の段階へと進んでいく事になろうかと思います。
そこで、次の点についてお伺いします。
（１）　旧音羽町・旧御津町との合併に伴う本市の下水道の普及率について

（２）　現在施工中の区域の進捗状況とその目途及び、第９次拡張計画の今後の予定について

（３）　第９次拡張計画の地区の一つである、新市民病院建設地付近の下水道整備計画について




平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑤
	通 告
月 日
	１１･２０
	通  告  者  名
	川　上　陽　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　平成２１年度予算編成について

サブプライムローン問題に端を発する金融危機などにより、景気は低迷の一途をたどっている。日本のＧＤＰは、２期連続マイナスで、景気は後退の局面を迎え、厳しい状況が続いており、平成２１年度予算編成における緊縮予算は、避けて通る事は出来ないと予想される。
しかし、合併により拡大した市域全体を幅広い観点から見直し、さらなる行財政改革の推進と市民生活に密着した予算編成が求められている。

　　そこで、平成２１年度予算編成について伺います。

（１）　現在の経済情勢の見通しについての認識について

（２）　国の予算編成基準等についての認識と地方財政への影響について

（３）　本市の平成２１年度予算編成方針について

２　市民病院救急搬送医療体系と中期経営計画について

市民病院は、現在「八幡地区」へ新市民病院建設計画が進められているが、現在の課題についても整備の必要が求められている。救急医療や情報システムの再構築（電子カルテ）・ベッドの満床状況の解消策など中期総合計画に沿った、地域の中核病院としての整備が求められている。
そこで伺います。

（１）　救急受け入れの状況と満床状態の解消策について

　（２）　電子カルテ導入等の新たな取り組みについて

３　新市民病院建設に伴う都市計画マスタープランの変更と用途地域の変更について
　　

　　新市民病院を「八幡地区」に建設するに伴い、周辺の土地利用の状況も変わってくると考える。

そこで伺います。

　（１）　都市計画マスタープランの変更の検討状況について　

　（２）　用途地域変更の検討状況について




平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑥
	通 告
月 日
	１１･２０
	通  告  者  名
	小　林　洋　一

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　学校教育運営に関する近々の諸問題について

現在、学校教育を取り巻く多くの問題が、報道等を通じ社会で取り上げられている。ゆとり教育による授業時間の減少からおきる学力低下、校内における陰湿ないじめの横行、登下校時の安全対策、児童・生徒の携帯電話等による深夜のメールのやり取りなどから生じる生活リズムの乱れ、また、一部の教師の指導力不足等々があげられる。これらは全てではないが、各学校で大なり小なり抱えている問題であると考える。諸問題に対し、各学校でいろいろな取り組みがなされていると思うが、その中で、特に新しい動きとして、次の二点の活動について伺う。

（１）　学校運営協議会のねらい及び本市の学校運営協議会制度と国が示しているものとの違いについて

（２）　教師免許更新制度のねらいと制度の概要について

２　高齢者世帯に対する安心・安全対策について

高齢化社会を迎え、本市でも６５歳以上の高齢者の割合は１８．８％となっており、特に高齢者の一人暮らし世帯が増えていると思う。近々の報道等によれば、家屋火災等により、お年寄りの尊い人命が失われている。
そこで、平成２０年６月より設置が義務化された住宅用火災警報器の現状について伺う。
（１）　火災による高齢者の死亡事故と、高齢者世帯の住宅用火災警報器の設置状況及び、平成２１年度からの設置の推進について
　


平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑦
	通 告
月 日
	１１･２０
	通  告  者  名
	柳　田　通　夫

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　　言　　　　　の　　　　　要　　　　　旨
	１　公立病院改革プラン「今、何故　全適の採用か」

　
平成１９年１２月に総務省から、全国の公立病院に向けて「公立病院改革プランの策定」が通達され、それを受けて当豊川市もプラン策定委員会を立ち上げ検討を進め、併行して　健康福祉委員会や議会などにて進捗状況が報告されてきた。そのような中、１０月２７日の健康福祉委員会にて、改革プランの３つの視点のうち、再編ネットワーク化を除く、経営の効率化と経営形態の見直しについての概要が発表された。

現在　全国で公立病院は約１０００を数える中、平成１９年度総務省のデータでは約７割が赤字であり、経営改善に躍起となっている状況である。幸い、本市民病院は関係部局の絶大な努力で黒字となっており、大変評価されるとともに敬意を表したい。

一方、本市全体の財政状況は「健全」との判断とは云え、多額の借金を抱え、更に新病院建設費の重い負担も想定され、財政面での課題は大きい。その背景の中で、病院経営を健全に運営していかねばならないことは明白であるが、新・市民病院の開院が病院経営の大きな変革点となり、一抹の不安を感じるところである。

私は　医療界で論議されているように今後の病院経営においては　経営という観点に軸足をおいた態勢、そして自立した病院経営の方向性のための地方公営企業法の全部適用の採用には賛同をしたい。しかし　現況においては、将来を見据えたビジョンの形成不足と、その論議の不足、市民への説明不足など、理解が得られないまま「全適」に移行することは　いささか疑問を抱くものである。そこで　以下について伺います。

（１）　経営形態見直しの概要、効果と課題、今後の取組み、日程などについて

（２）　経営の効率化指標と達成すべく施策の概要と今後の取組みなどについて

　


平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑧
	通 告
月 日
	１１･２１
	通  告  者  名
	石　原　政　明

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　中心市街地諏訪地区活性化について
　

新市民病院建設地決定の条件としまして、８項目を議会協議会では提案しました。その項目の一つに「諏訪地区の今後の活性化対策の必要性」について盛り込まれています。

そこで、伺います。

（１）　今後の諏訪地区活性化対策の方針と考え方について

２　本市の今後の環境対策について

　

　（１）　第２次環境基本計画の考え方とその内容について




平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑨
	通 告
月 日
	１１･２５
	通  告  者  名
	今　泉　淳　乙

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　国の新たな食料、農業、農村計画による本市の農業施策、振興について
　

農業を取り巻く環境は、食料自給率の低下、輸入農産物の増大、農産物価格の低迷、資材費の高騰、地域農業の担い手不足、高齢化、遊休農地、耕作放棄地の増加と危機的状況にあります。また、食料を見た場合にも世界的異常気象、人口増加による食料需要の不安定な状況にあるといわれており、追い討ちをかけるバイオエネルギーの競合、食の安心、安全と多くの課題を抱えています。

２０００年３月に食料、農業、農村基本計画が策定され、目標の設定、施策が示されました。「５年ごとに見直す」とし、２００５年に新たなる計画が示されています。それらをふまえ、本市の施策、振興について、以下の点を伺う。
（１）　食料について

（２）　農業について

（３）　農村（地域）について




平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑩
	通 告
月 日
	１１･２５
	通  告  者  名
	大　野　良　彦

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　平成２０年度施政の現状認識と平成２１年度予算編成について
　

市長は、本年２月に平成２０年度施政方針と予算案大綱説明を発表され、３月にはマニフェスト工程計画を示されました。これらにより、本年度の、さらに将来の、市の進むべき方向を明確に示されました。平成２０年度が３／４経過した今、これらで示された諸施策の現状と認識について伺います。

また、われわれ「緑風会」は、平成２０年１０月８日に、「平成２１年度予算編成に対する要望書」を市長に提出しました。
　現状分析と、課題の抽出、対策と今後の方針を具現化する来年度予算編成の考え方は、一体的に説明されることが望ましいと思います。

特に以下の項目について、施政方針、予算大綱、マニフェスト工程計画の中でどのように述べられ、現状をどのように考えてみえるのか。そして、その項目に関する緑風会の予算要望を、来年度予算にどう反映されるのか、伺います。

（１）　市財政の健全化について

（２）　新市民病院について

（３）　市域の拡大と広域連携について

（４）　安全・安心　

　　　①　大規模災害への備え

　　　②　市民活動団体と消防団、自警団への支援

（５）　健康・福祉

　　　①　子育て支援

（６）　建設・整備

　　　①　公共交通機関の整備

（７）　教育・文化

　　　①　陸上競技場の整備改修

　　　②　文化遺産の保護と活用

（８）　産業・交流
　　　①　バイオマスタウン構想

　　　②　観光振興と案内看板などの整備

（９）　行政・協働

　　　①　音羽、御津地区の行政ニーズの把握と第５次総合計画の見直し




平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑪
	通 告
月 日
	１１･２５
	通  告  者  名
	牧　田　千枝子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　全国学力・学習状況調査等について
　

全国学力・学習状況調査が１９年度に続き、今年の４月２２日、全国小学６年生と中学３年生に対して行われ、およそ２２４万人が調査を受けました。調査の費用はおよそ６０億円。調査の目的を再確認し、それぞれにそった処理、活用をしたいものです。
（１）　調査内容がどう生かされたか
（２）　調査に対する本市の見解について
（３）　これからも調査を続けていくのか、どうか
（４）　本市の少人数指導等の子どもたちへのきめ細かな支援の現状について
　　　　


平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑫
	通 告
月 日
	１１･２６
	通  告  者  名
	井　川　郁　恵

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　旨
	１　障がい者への支援について
　

（１）　養護学校卒業後の支援について

障がいを持っている子供さん、又、保護者の方は、子供さんの将来に対して不安を持ってみえます。特に、養護学校に在学中は、昼間は学校に行っているので、安心だが、卒業後の居場所があるのか心配、不安であるとの声があります。
そこで、養護学校卒業後の支援について、伺います。

（２）　福祉マップ等について

平成１８年　新バリアフリー法（高齢者、障がい者等の移動等の円滑化の促進に関する法律）が成立し、駅等、公共施設のバリアフリー化が、進んでおります。これからは、これまでの、駅やビルなど、言わばバリアフリー化の整備対象は“点”として存在していましたが、今後は整備対象を“面”として広げ、地域一帯を、総合的にバリアフリー化を進めることになると認識しております。
そこで、一宮、音羽、御津との合併により地域も大きく拡大し、市内の公共施設も、増えています。エレベーターの設置等、障がい者用トイレ、オストメイト（人口肛門や人口膀胱を保有する人）対応のトイレや、多機能トイレ等の情報を冊子にしたり、情報をホームページに紹介したりすることで、高齢者の方や障がい者の方が、より外へ出ていただきやすく、また、安全で快適に暮らせる社会へとつながっていくと考えます。福祉マップの作成、ホームページでの紹介等について伺います。

（３）　障がい者の表記について

障がいの「害」の漢字は、障がい者の方や、障がい者団体からも、マイナスのイメージが強く、漢字で表記する必然性はない、などの意見が寄せられ、ひらがなで、「がい」と書く表記に変えるべきだとの、働きかけがありますが、このことについて、認識を伺います。

　　　　


平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑬
	通 告
月 日
	１１･２６
	通  告  者  名
	榊　原　洋　二

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　本市の介護福祉の現状と課題について
　

介護保険が始まって以来、「介護は家族がするもの」という考え方から「介護を社会として支える」基盤が作られ、その措置として、福祉から選択できる介護サービスへと変化してきています。その中で、介護を支える様々な担い手が参画できるようになり、介護は職業として確立してきました。介護の現場では、尊厳をもって自立した生活が送れるような取り組みが始まっており、地域では、お互いを支え合おうという地域活動も始まっているところもあります。
しかし、介護を必要とする状態になっても、まだまだ行き届かないところもあり、不安を抱えて生活している高齢者のためにも、介護福祉の見直しが必要であります。

そこで、平成２０年１月に愛知県より示された愛知県地域ケア体制整備構想の内容を踏まえて、本市の福祉の現状と対応について、以下の４点をお伺いします。

（１）　見守りサービス
（２）　介護従事者の人材確保
（３）　在宅介護
（４）　高齢者の健康づくり推進活動
　　　　


平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑭
	通 告
月 日
	１１･２６
	通  告  者  名
	牧　野　敏　雄

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　　　　言　　　　　　　の　　　　　　　要　　　　　　　旨
	１　２１年度予算編成について　

（１）　２１年度予算について、市民フォーラム豊川は、チルドレンファースト（子供）シチズンファースト（市民）、サスティナブルファースト（持続可能）の子供達の未来のために、市民と作る、持続可能な自治体経営の３つのキーワードを軸に予算要望書を提出しました。いま、２１年度予算編成に当たり３つのキーワードを、どう反映していくのか伺います。

（２）　総合計画は、平成１８年からの１０年間、実施計画は、３年間で各事業に予算計画を立て推進しています。財政状況を見ながら毎年見直すとしていますが、２１年度予算編成は、経済状況の悪化から歳入面での減収が懸念されます。２１年度予算編成の中で、実施計画の方向性などに変更点があれば伺いたい。また、実施計画との整合性をどう保つか、考え方を伺います。

２　合併の検証と合併後の人的効果について

　　合併は行財政改革だといわれています。合併時には財政基盤の強化や広域での取り組み、効率化などがメリットとしてあげられました。合併に対しては、事業評価と同様に、その効果と課題を検証し、さらなる市域の拡大に備えることも必要です。

　（１）　合併による、直接的な効果及び問題点に対する検証について伺います。

（２）　合併により、職員数が一時的に増加しますが、人的なメリットを活かすことも合併のメリットであるはずです。職員配置の考え方と効果・課題について伺います。
３　ファシリティマネジメント（総合的施設管理）について

　　２度の合併によって市も、多くの公有財産を保有することになった。

　　経済状況の悪化による税収減への懸念や、経常収支比率９２．９％が示すように、施設の維持管理は総合的に見据えた中で、計画的に行う必要が出てきました。

　　維持・補修の経費が計画的に確保されなければ、大がかりな保全は先延ばしとなり、使える施設も使えない状況が生まれてきます。

　　計画的な施設管理のためには、ファシリティマネジメントの活用により、全体像を把握していく必要があります。

　（１）　ファシリティマネジメントの考え方について、その認識と本市における位置づけを伺います。
　　　　


平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑮
	通 告
月 日
	１１･２７
	通  告  者  名
	二　村　良　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　豊川市民病院と地元の診療所などとの病診連携の現状と課題への対応策は

（１）　①　病診連携の現状と課題は。
　　  　②  病院と診療所間の紹介患者数と、逆紹介の数。
　　　　③　クリティカルパスの発行は、どのような効果を挙げているか、病診連携の場ではどのような使われ方をしているか。
　　　　④　市民への一次医療、二次医療の利用の仕方についての更なる啓発が必要と思うが、現在の取り組みは。
　　　　⑤　この圏域には約９０の診療所があるが、病院との交流は、どのような形で行われているか。
（２）　最近では、国民のがんによる死亡割合が３人に１人と聞く。緩和ケアへの取り組みでも病診連携が欠かせない分野といわれています。現状の取り組みと、今後の計画は。
（３）　地域の医療を守り、安心して暮らせるために、私たち市民にできることは。
２　「まちかど救急ステーション」を豊川市でも増設できないか
　　
市民から最近ＡＥＤがあちこちに設置されているが、多くが夕方５時過ぎには利用したくてもできない状態にあるが、何とかならないかという声が届くが、対応は。
　　豊川市の平成１９年度の心肺停止状態の救急搬送者は１４０人に上る。

　　救急車の到着時間が６、７分の地域では、まちかど救急ステーションがあれば心強いし、住民の救命救急への意識も高まるのではと期待するがいかがか。

　　消防本部の救命講習の受講者拡大のために、どのような計画で進められているか伺いたい。

　　　　


平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑯
	通 告
月 日
	１１･２７
	通  告  者  名
	大　嶽　理　恵

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　インフルエンザ対策について　

（１）　インフルエンザの予防接種の状況、接種率について

（２）　鳥インフルエンザが、新型インフルエンザに変化する可能性が指摘されていますが、その場合、市民生活、事業所、学校等への影響が考えられます。

国、県、市がどのように対応するのか、それぞれの役割を伺います。

２　地上デジタル放送への移行について

（１）　２０１１年に地上デジタル放送へ移行するのにあたり、市民に十分な周知と対応、そして市自体もテレビの買い替えか、チューナーの取り付けなどを、今後、計画的に行う必要があると思いますが、どのように対応されているのか伺います。

（２）　学校、公共施設等に、この切り替えでどのくらいの費用が使われる予定か伺います。

　　　　


平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑰
	通 告
月 日
	１１･２７
	通  告  者  名
	小　林　琢　生

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　指定管理者制度について　

経費の削減、サービスの向上を目指し導入された指定管理者制度は、平成２０年度末で公募による指定期間が満了となる。

指定管理者制度の導入前と導入後の状況を伺うとともに、次の公募に対して、どのような対応をとられるか伺う。
（１）　事業報告書による実地調査、指示、指導の状況について
（２）　２年目以降の事業計画書による事業変更の状況について

（３）　利用者意見箱やアンケートの状況と結果の対応について

（４）　来年度からの指定管理者の公募においての対応について

　　　　


平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑱
	通 告
月 日
	１１･２７
	通  告  者  名
	冨　田　　潤

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　人にやさしい街づくりについて
愛知県では、平成６年に「人にやさしい街づくりの推進に関する条例」を定めており、「施行規則」に詳細が定められております。県内の施設において、優先駐車スペースを設置して人にやさしい街づくりを進めようとしています。
最近は、身体に障害があり歩行が困難な方だけに限らず、妊産婦、けが人、高齢者などの歩行が困難な方も駐車できるようになるなど、人にやさしい街づくりの概念が広がってきたように思えます。
この優先駐車スペースは、施設に近いところにあり、駐車スペースの幅も広くとられています。今後も歩行が困難な方にやさしいまちづくりを進めていくためにも、優先駐車スペースは重要だと考えます。
（１）　優先駐車スペース設置の現状について
　　　　


平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑲‐1
	通 告
月 日
	１１･２７
	通  告  者  名
	安　間　寛　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　児童デイサービスについて
（１）　本市の児童デイサービス「ひまわり園」が、来年度からの指定管理者の公募に応募がなく、候補者を指名して決めた。それに先立ち、１１月１４日、現在ひまわり園に通園している保護者の有志が、市長に要望書を提出していた。このことについて、以下伺う。
　　　①　本市の乳幼児の発達障害のある子ども、支援が必要だと思われる子どもたちの状況を伺う。

②  市の児童デイサービス「ひまわり園」を、３年ごとの公募による指定管理で行うことはやめ、直営で行うべきものであると考えるがいかがか。
③　市長は、この要望をどう受け止め、検討したのか。

　　「福祉のまち豊川として、福祉の向上になることはやりたい」と、当日あいさつされたが、今回の措置をどのように考えるのか。

④　本市の発達障害者支援策として、今後、直営で「発達支援センター」、「母子分離通園施設」の設置、児童デイサービスセンターの増設、市内すべての保育園での障害児の受け入れを行うことが必要と考えるがいかがか。　また、今後の支援策についての計画を伺う。

（２）　来年度から、障害者自立支援法が改定される。その中で、個別給付事業に位置付けられている児童デイサービスは、乳幼児の療育に特化する方向が打ち出されており、このままでは市内の学齢期（小学～高校生）の障害児を受け入れている児童デイサービスが来年度から続けられなくなる。そこで、以下伺う。

①　本市の障害のある学齢期の子どもたちの放課後の生活について、現在の状況をどのようにつかんでいるか。

②　障害のある学齢期の子どもたちの放課後活動事業として、国の新しい施策ができるまで、これまでどおり市内の児童デイサービスが続けられるよう、市の独自施策として実施が求められているが、どのように考えているか。

２　豊川市民病院のあり方について

　　国の総務省の、「公立病院改革ガイドライン」に基づき、各自治体病院が「改革プラン」を作成させられているところである。その中で、病院の経営形態の見直しや、自治体病院の廃院、再編などへのうごきが全国で進み、本市民病院もその一つとなっている。


平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑲‐2
	通 告
月 日
	１１･２７
	通  告  者  名
	安　間　寛　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　　言　　　　　の　　　　　要　　　　旨
	これらの動きは、小泉内閣の「構造改革」で「民でやれるものは官ではやらない」と徹底した規制緩和を進め、国の福祉施策を切り捨て、社会保障費削減が根底にある。これでは市民や地域の患者がねがう、医師、看護師の確保や、安心してかかれる市民病院からかけ離れていくことが予想される。
しかし、豊川市民病院は「ガイドライン」に沿った経営形態として、公営企業法の「全部適用」を、来年度から行うための条例改正案が今議会に出された。新聞報道され、市民から不安の声が出されている。
（１）　職員への「全部適用」についての説明も不十分で、不安な声もある。患者や職員からアンケートや意見を聞きながら改革するべき。まだ、時期尚早であり、当面は「一部適用」で行くべきと考えるが、いかがか。

（２）　『「全部適用」でも、これまでと変わらない』と、説明されているが、経営の効率化が最優先され、予算の縮小や人員削減の方向に進み、医療の低下、職員の労働条件の悪化を招くことが考えられるが、いかがか。また、それは、本市民病院での「民間手法の導入」や「民間移譲・地方独立行政法人化」への「前段階」と利用されていくのではないかと考えるが、いかがか。

（３）　総務省の「ガイドライン」に安易に従うのではなく、豊川市民病院としての地域性、特性を市民や患者、職員が一丸となって考え、創り出すことこそ必要である。そのために自治体病院として守ることこそが求められていると考えるが、いかがか。

（４）　国に対して、社会保障費２，２００億円の削減をやめ、医師、看護師確保と医療費の増額を求めることを求める考えについて伺う。



　
平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑳
	通 告
月 日
	１１･２７
	通  告  者  名
	西　川　米　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　豊川市の国際化・多文化共生社会と問題点について

　１９９０年、出入国管理及び入管法改定により、ブラジル国籍を中心に南米籍の外国人が急増し、わが国の外国人登録者数は、１９年末に２１５万人を超え、総人口の１．７％を占めています。また、工業、産業の盛んな愛知では３％、豊川市では３．７％と高く、１位にブラジル国籍が上げられています。国際化推進に向けての取り組みは、わが国にとっても、本市にとっても必要と考えます。
豊川市では、約６，０００人の外国籍人口の増加に対し、さまざまな取り組みがなされております。しかしながら不況が叫ばれる中、企業にとっても、市民にとっても、不安はつのるばかりです。

　　企業、行政、住民が一体となり、安心、安全に生活できるようにと考えます。外国籍を取り巻く環境について伺います。

（１）　豊川市国際化推進懇談会の提言並びに、取り組みの状況について

（２）　教育現場の状況と取り組みについて

（３）　医療現場の状況と取り組みについて




平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順） eq \o\ac(○,21)
	通 告
月 日
	１１･２７
	通  告  者  名
	藤　原　宏　樹

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　無錫新区との友好提携について　

グローバル社会を迎えている昨今、アメリカのみならず、ボーダーレスな世界経済の中では、国際化は避けて通れないと考えます。今年、豊川市は、アメリカ　キュパティーノ市との姉妹都市提携３０周年を迎え、記念事業へ使節団を派遣し、さらなる親善が図られました。

また、日本最大の貿易相手国であり、日本と歴史的にも深いつながりを持つ中　　国との交流も不可欠であります。そのような中、中国、無錫新区と本市との友好交流　　関係締結意向書を昨年の７月に交わしており、今後の進展が期待されます。

　　わが豊川市にも、無錫新区との友好提携は、文化、教育、産業に大きな効果が　　期待されると考えますが、無錫新区との友好提携の考え方について伺います。




平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順） eq \o\ac(○,22)
	通 告
月 日
	１１･２７
	通  告  者  名
	高　橋　智　之

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　公共物の取得の現状と公平性・透明性について（入札制度と競争見積）
（１）　今、公共事業に絡んで最も話題になるのが、「談合と不正入札」であります。
本来の入札は、公正公平な競争により、最低価格で公共物を入手するための手段として始まったと思います。しかし、現実には「談合または官制談合による価格調整により業者操作されたり、反対に価格のダンピングにより、結果として建築法の基準不足により法律違反を犯してしまったりしていたことは、まだ記憶に新しいことであると思います」、入札制度の難しさを露呈している現状であると思っています。

しかし、この数年間を見ますと、国は入札制度を改善し公平性・透明性を高めようとしていることは感じ取ることが出来ます。

そこで、その変遷や改正の特徴について伺います。

①　指名競争入札

②　一般競争入札

③　総合評価落札方式

（２）　市民病院では購入する医療機器の特殊性から、病院独自で、入札購入を行っていると聞いています。そこで、医療機器の購入方法と、その仕組みについて伺います。　　



平成２０年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順） eq \o\ac(○,23)
	通 告
月 日
	１１･２７
	通  告  者  名
	佐　藤　郁　恵

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　原油・物価高・金融危機・景気悪化から住民の生活と経営をまもる対策について

　
　原油高、物価高、景気悪化から、住民の生活と経営をまもることが緊急の課題になっています。以下、本市のお考えを伺います。

　（１）　原油・物価高の影響と原因をどのように考えるか。

　（２）　景気回復へ内需拡大の重要性の認識について

　（３）　商工費、農業費の予算のアップと、具体的な支援と実態調査の考え方について

　（４）　社会福祉施設、指定管理者、公共工事請負業者への支援の考えについて

　（５）　福祉灯油の実施について

　（６）　学校給食への支援の考えについて

　（７）　介護保険料の抑制と、国保「無保険」の子どもをなくす考えについて

　（８）　派遣労働者と期間社員の「雇い止め」を含むリストラ計画と誘致企業について事前協議を求める考えについて

（９）　男女共同参画条例に賃金の格差の是正を盛りこむ考えについて
２　移動制約者の生存権等を保障する地域生活交通及び、「巡回バス」等実現の考え方について













































1
- 11 -

